
目標の共有を目指す，グランドデザイン作成の演習 
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１．ねらい                                      

  架空の中学校の学校教育目標等を記した演習用グランドデザインシート（中学校版）

を使って，グランドデザインの一部を作成する演習を行うことで，グランドデザイン作

成のイメージをもつとともに，グランドデザインを複数の教職員で作成することの良さ

を体感する。 

 

２．準備物                                    

（１）演習用グランドデザインシート（中学校版）・・・・・・付録１ 

※模造紙サイズに拡大し，各グループに一枚ずつ配付 

（２）付箋紙 

（３）サインペン 

 

３．演習の手順（所要時間：４５分）                             

（１）４人のグループを作る。（２分） 

（２）演習用グランドデザインシートに書かれてある，架空の中学校の学校教育目標や，

生徒の様子等をグループのメンバーがそれぞれ読む。（５分） 

（３）架空の中学校の生徒の様子を踏まえて，目指す生徒の姿に近づけるために，生徒の

発達をどのように支援するかを，個人で考え付箋紙に書く。（１０分） 

（４）個人で考えた支援方法を書いた付箋紙を，説明しながら拡大した演習用グランドデ

ザインシートに貼る。（２分×４人）（８分） 

（５）付箋紙に書かれた支援方法を内容ごとに分類し，支援の効果等をグループ内で吟味

しながら，グループとしての支援の方向性を決定する。（１０分） 

（６）自分のグループを離れ，他のグループの考えた支援方法を見て回る。（５分） 

（７）自分のグループに戻り，他のグループの考えた支援方法に関する情報交換をすると

ともに，演習を行った感想を述べ合う。（５分） 

 

最も重要となる学校のグランドデザインは，学校において学習指導を行う

教職員全てが関わって作成することに意味がある。 

髙木 展郎 



４．実際に演習を行った感想                                  

 ・グループ内で生徒への支援方法について話し合う中で，自然と教師間の支援方法に対

する目線がそろっていくのを感じた。 

 ・これまで，学校の経営方針は，４月に校長から示されることが

ほとんどであったが，今回自分たちで，グランドデザインの一

部を作成してみて，より学校経営に深く参画しているという感

覚を得た。実際にグランドデザインを全教職員が関わって作成

することになれば，学校経営を自分事として捉える教職員が増

えるのではないかと思った。 

 ・グランドデザインの作成に全教職員が関わることは，素晴らしい取組であると感じた。

ただ，作成に関わる教職員が増えれば増えるほど，作成に膨大な時間がかかることや，

校長の方針と校長以外の教職員の考えが一致しない場合どうするかなどのことが懸念

される。 

５．実際のグランドデザイン作成に向けて                                 

   本演習は，実際にグランドデザインを全教職員が関わって作成するための足がかり

として位置づけたものである。実際にグランドデザインを作成するに当たっては，複

数の作成方法が考えられる。以下は，その例示である。 

例１：枠組みだけが印刷されたグランドデザインシートを全教職員に配付し，それぞれが

全ての項目について自分の考えを記入する。その後，グループになり，グループとし

ての案をまとめる。グループの案がまとまったら，それをもとに全体の案をまとめ，

それをもって学校のグランドデザインとする。（メリット：全職員の考えが反映されや

すい。デメリット：作成にかかる時間が長い。） 

例２：グランドデザインの原案を，一部分を残して管理職やその他の担当者が作成し，意

図的に作成しなかった部分について，全教職員で協議し，作成する。（メリット：全教

職員が関わることの多い項目について，全教職員の考えを反映させることができる。

また，作成時間の短縮を図ることができる。デメリット：教職員の考えがグランドデ

ザインの一部にしか反映されない。） 

例３：項目ごとに担当を分けて作成する。その後，作成したものを持ち寄り，内容のすり

合わせをした上で，完成させる。（メリット：作成時間の短縮が図られる。デメリット：

教職員の考えがグランドデザインの一部にしか反映されない。） 

 

   以上，３つの例を紹介したが，それぞれメリットとデメリットが

あり，一概にどの方法が最適であると言うことはできない。しかし，

いずれの方法をとっても，教職員の考えが少なからず，学校経営に

反映されることは確かである。教職員の考えが学校経営に反映され

ることは，教職員の学校経営参画へのモチベーションの高揚につな

がるものであり，そのことが学校における教育活動の効果をさらに

高めていくものと思われる。 



　

安心・安全を守る 開かれた学校作り

〇情報モラルの教育

〇生徒の居場所作り

〇校内外の安全対策

〇学校の取組の情報発信（Web及び学校通信）

〇ＰＴＡとの連携

〇地域行事との連携

実施するために何が必要か

〇指導体制の充実、家庭・地域との連携・協働

〇家庭への情報提供

〇教職員の指導力を高めるための研修

〇教科担当者間での単元計画の共有

〇校内での情報共有の方法の確立

〇ＩＣＴ環境の整備

〇小学校・高校との連携

〇地域の施設や人材の活用

①個に応じた指導機会の確保

②対話活動を中心に据えた授業づくり

③教科横断的な視点での授業づくり計画

〇素直で、明るく、だれとでも分け隔てなく

接することができる。

〇行事等に積極的に取り組んでいる。

□基礎的な学力が身についていない。

□人との関わりの点で、積極性に欠け、他者

とうまく関われない。

・基礎・基本が身についている生徒。

・自分の意見をもちながらも、他者の意見も

傾聴することができる生徒。

何を学ぶか

〇教育課程の編成

①基礎・基本の定着

②「聞く態度」「話す態度」の育成

③各教科・領域のつながりを踏まえた学び

どのように学ぶか

〇教育課程の実施

①基礎・基本を基盤とした、思考・判断・表現ができる力。

②相手の気持ちを尊重して、話を聞く力や自分の意見をはっき

り話す力。

③各教科の学びを、関連付けて主体的に学ぼうとする力。

①学習において自分の考えをもち、話合い活動で活発に意見

交換する。

②互いの意見を尊重し、折り合いをつける。

③新たな学びに挑戦する。

生徒の発達をどのように支援するか 生徒の様子 目指す生徒の姿

・温かい人間関係を育む学級づくり

・生徒と教師の信頼関係づくり

・他者への思いやり、傾聴の姿勢

・基本的生活習慣の確立

・食育の推進

・将来を意識した体づくり

資質・能力の育成

何ができるようになるか

〇学校教育の基本

何が身に付いたか

〇学校評価を通じた学習指導の改善

【あおいもり中学校のグランドデザイン】

「学校教育目標」と「令和３年度重点目標」に向けて

学校目標　～未来へつなぐ～　学ぶ・深める・発信する

重点目標　・互いに支え合い、認め合う心の育成

　　　　　・吸収し、考え、発信する力の育成

　　　　　・健やかな体づくりに努める態度の育成

豊かな人間性 健康・体力


